
新 旧 対 照 表 

〇 神奈川県立の総合職業技術校に関する条例施行規則（案）（第１条関係）（本則） 

新 旧 

第１条・第２条 （略） 第１条・第２条 （略） 

（入校等の手続） （入校等の手続） 

第３条 総合職業技術校へ入校しようとする者は、校長が知事の承認を得て定め

る入校の申込書（以下「入校申込書」という。）を校長に提出しなければなら

ない。 

第３条 総合職業技術校へ入校しようとする者は、入校申込書（第１号様式） 

を校長に提出しなければなら

ない。 

２ 総合職業技術校を利用しようとする者（前項に規定する者を除く。）は、施

設利用承認申請書（第１号様式）を校長に提出しなければならない。 

２ 総合職業技術校を利用しようとする者（前項に規定する者を除く。）は、施

設利用承認申請書（第２号様式）を校長に提出しなければならない。 

（入校等の決定及び通知） （入校等の決定及び通知） 

第４条 校長は、 入校申込書を提出した者について入校の

適否を決定し、その旨を当該者に通知しなければならない。 

第４条 校長は、前条第１項に規定する入校申込書を提出した者について入校の

適否を決定し、その旨を当該者に通知しなければならない。 

２ （略） ２ （略） 

（誓約書の提出） （誓約書の提出） 

第５条 前条第１項の規定により入校を決定された者（以下「技術校生」という。）

のうち、普通課程の普通職業訓練又は短期課程の普通職業訓練で訓練期間が３

月以上のもの（以下「普通課程等の普通職業訓練」という。）を受ける者は、

入校した日から７日以内に諸規程を堅守することを誓約する書面として校長

が知事の承認を得て定めるもの（以下「誓約書」という。）を校長に提出しな

ければならない。 

第５条 前条第１項の規定により入校を決定された者（以下「技術校生」という。）

のうち、普通課程の普通職業訓練又は短期課程の普通職業訓練で訓練期間が６

月以上のもの（以下「普通課程等の普通職業訓練」という。）を受ける者は、

入校した日から７日以内に誓約書（第３号様式） 

を校長に提出しな

ければならない。 

２ 前項の場合において、普通課程等の普通職業訓練を受ける者が未成年者のと

きは、 親権を行う者、未成年後見人その他の者で未成年者を現に監督

保護する者 が誓約書に連署しなければならない。 

２ 前項の場合において、普通課程等の普通職業訓練を受ける者が未成年者のと

きは、保護者（親権を行う者、未成年後見人その他の者で未成年者を現に監督

保護する者をいう。以下同じ。）が誓約書に連署しなければならない。 
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新 旧 

（退校） （退校） 

第６条 技術校生は、退校しようとするときは、校長が知事の承認を得て定める

退校の届出書（以下「退校届」という。）を校長に提出しなければならない。

第６条 技術校生は、退校しようとするときは、退校届（第４号様式） 

を校長に提出しなければならない。

２ 前条第２項の規定は、退校届を提出する場合について準用する。 ２ 第５条第２項の規定は、退校届を提出する場合について準用する。 

３ （略） ３ （略） 

第７条～第12条 （略） 第７条～第12条 （略） 

（入校料及び授業料の免除等の手続） （入校料及び授業料の免除等の手続） 

第13条 条例第５条の規定により入校料及び授業料の全部若しくは一部の免除

又は徴収の猶予を受けようとする者は、入校料及び授業料免除（徴収猶予）申

請書（第２号様式）に入校料及び授業料の納付が困難である旨を証明する書類

を添え、校長に提出しなければならない。 

第13条 条例第５条の規定により入校料及び授業料の全部若しくは一部の免除

又は徴収の猶予を受けようとする者は、入校料及び授業料免除（徴収猶予）申

請書（第５号様式）に入校料及び授業料の納付が困難である旨を証明する書類

を添え、校長に提出しなければならない。 

（免除等の理由の解消の届出） （免除等の理由の解消の届出） 

第14条 授業料の全部若しくは一部の免除又は徴収の猶予を受けた者は、その免

除又は徴収の猶予を受けた理由が解消したときは、授業料免除（徴収猶予）理

由解消届（第３号様式）を直ちに校長に提出しなければならない。 

第14条 授業料の全部若しくは一部の免除又は徴収の猶予を受けた者は、その免

除又は徴収の猶予を受けた理由が解消したときは、授業料免除（徴収猶予）理

由解消届（第６号様式）を直ちに校長に提出しなければならない。 

（褒賞の授与） （褒賞の授与） 

第15条 普通課程等の普通職業訓練を修了した技術校生のうち、校長は成績優秀

な者に優秀賞を、技能の習得に努力した者に努力賞を 

それぞれ授与することができる。 

第15条 普通課程等の普通職業訓練を修了した技術校生のうち、校長は成績優秀

な者に優秀賞を、技能の習得に努力した者に努力賞を、精励皆勤した者に皆勤

賞を、精勤した者に精勤賞をそれぞれ授与する 。 

第16条～第18条 （略） 第16条～第18条 （略） 

2



新 旧 対 照 表 

〇 神奈川県立の総合職業技術校に関する条例施行規則（案）（第１条関係）（様式） 

新 旧 

（削除） 第１号様式（第３条、第４条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 
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新 旧 

第１号様式（第３条、第４条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 第２号様式（第３条、第４条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 
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新 旧 

（削除） 第３号様式（第５条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 
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新 旧 

（削除） 第４号様式（第６条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 
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新 旧 

第２号様式（第13条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 第５号様式（第13条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 
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新 旧 

第３号様式（第14条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 第６号様式（第14条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 
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